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問　

台
風
・
大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。記
録
的
な
暴
風
雨
と
な
っ
た
台
風
・

大
雨
は
、
多
数
の
住
宅
損
壊
や
長
期
間
の

停
電
、
通
信
遮
断
や
断
水
、
さ
ら
に
は
河

川
の
越
水
等
に
よ
る
建
物
浸
水
、
土
砂
災

害
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

台
風
15
号
の
被
害
状
況
は
、
半
壊
７

棟
、
一
部
損
壊
７
７
１
棟
、
倒
木
１
１
４

カ
所
、
道
路
冠
水
13
カ
所
、
通
行
止
30
カ

所
、
市
内
全
域
で
最
大
１
万
５
，
０
０
０

件
以
上
が
停
電
、
全
域
で
断
水
が
発
生
し

た
。
台
風
19
号
の
被
害
状
況
は
、
一
部
損

壊
10
棟
、
倒
木
16
カ
所
、
避
難
場
所
を
14

カ
所
開
設
し
、
最
大
１
，
５
８
２
名
が
避

難
し
た
。
大
雨
の
被
害
状
況
は
、
全
壊
１

棟
、
半
壊
３
棟
、
一
部
損
壊
25
棟
、
床
上

浸
水
47
件
、
床
下
浸
水
97
件
、
道
路
の
冠

水
61
カ
所
、
崖
崩
れ
等
34
カ
所
、
通
行
止

36
カ
所
が
発
生
し
た
。

　

農
業
被
害
は
、
一
連
の
災
害
で
農
畜
産

物
が
被
害
面
積
約
１
３
０
ha
、
被
害
額
約

１
，
３
０
０
万
円
、
農
業
用
施
設
は
被
害

件
数
約
３
８
０
件
、
被
害
額
は
約
５
億
３
，

２
０
０
万
円
。

問　

市
役
所
庁
舎
及
び
各
避
難
所
の
非
常

用
電
源
の
整
備
状
況
を
伺
い
た
い
。

答　

市
役
所
本
庁
舎
、
保
健
文
化
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
大
網
白
里
ア
リ
ー

ナ
、
白
里
公
民
館
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
、

中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
蓄
電
池

式
太
陽
光
発
電
機
、
他
の
避
難
所
施
設
は
、

可
搬
式
の
発
電
機
等
で
対
応
。

問　

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
の
東
金

浄
水
場
の
非
常
用
電
源
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　

理
事
会
及
び
議
会
で
設
置
計
画
の
説

明
と
予
算
提
案
を
行
い
事
業
を
進
め
る
。

問　

長
時
間
の
停
電
な
ど
で
情
報
が
入
ら

ず
住
民
は
不
安
に
な
る
、
確
実
な
情
報
伝

達
手
段
の
確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

多
様
な
情
報
伝
達
手
段
を
活
用
す
る
。

問　

台
風
19
号
は
、
予
め
避
難
さ
れ
た
方

が
多
く
、
避
難
所
の
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
避
難
時
の
食
料
な
ど
は
、

自
己
準
備
が
基
本
だ
が
、
自
己
調
達
で
き

な
い
状
況
も
あ
る
。
今
後
、
状
況
に
応
じ

た
食
料
配
布
を
し
て
は
ど
う
か
、
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
炊
き
出
し
の
協
力

を
頂
い
て
は
如
何
か
。

答　

受
入
れ
の
円
滑
化
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
備
蓄
食
料
等
を
配
布
す
る
基
準
を

設
け
対
応
を
検
討
す
る
。
炊
き
出
し
等
の

協
力
も
含
め
検
討
し
た
い
。

問　

大
網
駅
周
辺
で
、
建
物
の
床
下
、
床

上
浸
水
が
発
生
し
て
い
る
。
小
中
川
上
流

部
の
越
水
、
金
谷
川
の
越
水
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。
小
中
川
上
流
部
の
整
備
計
画
、

金
谷
川
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

　

永
田
駅
周
辺
の
冠
水
は
、
赤
目
川
の
越

水
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
目
川
整
備

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

県
は
、
小
中
川
上
流
部
の
改
修
に
つ

い
て
事
業
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。
金
谷

川
改
修
工
事
は
、
用
地
協
力
が
得
ら
れ
な

い
箇
所
の
交
渉
を
行
い
進
め
た
い
。
赤
目

川
改
修
工
事
は
、
調
整
池
の
掘
削
工
事
を

実
施
し
、
順
次
整
備
を
行
う
予
定
。

問　

県
は
、
50
年
に
一
度
程
度
の
大
雨
の

想
定
を
千
年
に
一
度
に
見
直
し
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
行
う
。
本
市
の

見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

千
葉
県
同
様
、
水
防
法
の
改
正
に
伴

う
浸
水
想
定
区
域
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
が
多
数
発
生

し
、
南
玉
地
区
の
土
砂
崩
れ
は
住
宅
に
も

及
ん
で
い
る
。
再
度
の
土
砂
崩
れ
の
危
険

性
も
あ
り
、
早
急
な
復
旧
が
必
要
で
あ
る
。

土
砂
撤
去
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

環
境
省
の
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
を

森
　
建
二 

議
員

関
連
質
問

　

皆
様
の
お
陰
で
２
期
目
に
入
り
ま
す
。

市
民
の
た
め
の
議
員
活
動
で
あ
る
事
を
肝

に
銘
じ
、
お
ご
ら
ず
、
勉
強
を
怠
ら
ず
、

努
力
を
忘
れ
ず
前
に
進
ん
で
参
り
ま
す
。 

〇
災
害
時
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て 

問　

今
回
の
経
験
を
ど
う
活
か
す
か
。
災

害
情
報
の
職
員
へ
の
伝
達
に
つ
い
て
。

答　

風
水
害
で
の
職
員
参
集
は
、
安
全
対

策
課
で
気
象
情
報
を
収
集
、
警
報
級
の
大

雨
の
場
合
、
浸
水
害
及
び
土
砂
災
害
の
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
台
風
の
暴
風

域
に
入
る
事
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
、
段

階
を
踏
ん
で
配
備
体
制
を
敷
き
、
職
員
向

け
メ
ー
ル
等
で
職
員
を
参
集
し
ま
す
。
災

害
状
況
の
把
握
と
情
報
共
有
は
、
今
災
害

で
は
職
員
や
消
防
団
な
ど
に
よ
る
巡
回
の

ほ
か
、
市
民
の
方
々
か
ら
の
通
報
に
よ
り
、

倒
木
や
道
路
冠
水
な
ど
の
被
害
状
況
の
把

握
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
災
害
対

策
本
部
会
議
で
共
有
を
図
り
、
安
全
対
策

課
前
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
へ
の
掲
載
、
庁

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
情
報
発
信
で
、
全

庁
的
に
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

問　

災
害
情
報
の
市
民
へ
の
発
信
と
市
外

へ
の
発
信
。
特
に
市
外
か
ら
市
の
状
況
を

知
り
た
い
人
か
ら
見
て
当
初
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
は
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
。
現
状
の
把
握
と
今
後
は
。

答　

情
報
の
発
信
方
法
は
、
防
災
行
政
無

線
の
他
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
、
市
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
。
こ
の

う
ち
、
防
災
行
政
無
線
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル

に
関
し
て
は
、
主
に
市
内
や
特
定
の
区
域

内
の
情
報
提
供
と
な
り
ま
す
が
、
Ｈ
Ｐ
等

に
つ
き
ま
し
て
は
市
外
に
も
情
報
を
発
信

で
き
る
の
で
、
こ
の
特
性
を
活
か
し
た
情

報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

受
信
し
た
方
が
更
に
情
報
を
拡
散
で
き
る

点
で
も
有
効
で
あ
る
事
か
ら
、
今
災
害
で

は
市
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
一
定
期
間
災

害
情
報
専
用
ペ
ー
ジ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
を
離
れ
て
い
る
市
民

へ
の
情
報
提
供
が
出
来
た
他
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
災
害
時
募
金
等
の
支
援
要
請
に
も
有

効
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
尚
、
市
外
向
け

で
は
、
今
災
害
の
初
期
に
お
い
て
本
市
の

被
災
状
況
が
解
り
辛
い
等
の
声
を
頂
い
た

事
か
ら
、
随
時
改
善
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

今
後
も
各
媒
体
の
特
性
に
応
じ
、
迅
速
か

つ
的
確
な
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
を
ラ
ジ
オ
等
で
聞
け
る

よ
う
に
し
た
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
発
信

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
研
究
を
重
ね
て

頂
き
た
い
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
と
の

情
報
連
携
も
研
究
願
い
ま
す
。 

※
そ
の
他
、
子
育
て
支
援
施
策
（
幼
児
教

育
無
償
化
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
、
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
）
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

活
用
し
、
土
砂
の
撤
去
を
市
で
行
う
。

問　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
の
進
捗

を
伺
い
た
い
。

答　

計
画
策
定
に
向
け
事
務
を
進
め
る
。

問　

土
砂
崩
れ
場
所
の
擁
壁
工
事
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　

南
玉
地
区
は
県
と
協
議
し
事
業
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

問　

宅
地
、
農
地
、
農
業
用
排
水
路
の
土

砂
撤
去
、
復
旧
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

南
玉
地
区
以
外
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
で
の
対
応
は
困
難
で
あ
る
。
公

共
性
の
あ
る
３
カ
所
は
災
害
関
連
緊
急
治

山
事
業
の
実
施
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か 

①
第
６
次
総
合
計
画
に
つ
い
て 

●
総
合
計
画
策
定
市
民
懇
談
会
の
開
催
状

況
と
提
言
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
。 

②
次
期
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て 

●
現
行
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
」
の
成
果
と
課
題
を
伺
い
た
い
。 

●
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
。 

③
開
発
許
可
権
限
の
移
譲
に
つ
い
て 

●
事
務
等
の
権
限
移
譲
の
準
備
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

④
「
小
中
池
公
園
再
整
備
基
本
計
画
」
に

つ
い
て

　

台
風
15
号
で
は
、
多
く
の
ご
家
庭
が
断

水
と
停
電
に
ダ
ブ
ル
で
見
舞
わ
れ
、
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。　

 

問　

区
や
自
治
会
が
発
電
機
を
装
備
し
て

い
る
の
は
何
カ
所
あ
り
ま
す
か
。

答　

市
内
に
36
の
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、

各
組
織
に
お
け
る
備
品
等
の
所
有
状
況
に

つ
い
て
は
正
確
に
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
大
半
の
自
主
防
災
組
織
が
発
電
機
を

所
有
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

正
確
に
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　

 

問　

市
が
保
有
し
て
い
る
発
電
機
で
、
市

民
に
貸
し
出
せ
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

市
で
は
35
台
の
発
電
機
を
備
蓄
し
て

お
り
、
主
に
避
難
場
所
や
避
難
所
に
お
け

る
電
源
確
保
を
目
的
と
し
て
お
り
、
貸
し

出
し
用
と
し
て
の
備
蓄
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

36
の
自
主
防
災
組
織
だ
け
で
は
な
く
、

全
自
治
会
・
区
に
発
電
機
と
井
戸
が
あ
れ

ば
、市
民
に
と
っ
て
も
、市
の
職
員
に
と
っ

て
も
負
担
が
軽
減
す
る
の
で
は
な
い
か
。

市
職
員
は
高
度
な
災
害
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
南
玉
の
土
砂
災
害

で
は
、
市
民
自
ら
ド
ロ
ー
ン
撮
影
を
し
て

災
害
全
体
像
を
把
握
し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー

ン
を
市
が
常
備
し
て
、
災
害
状
況
を
す
か

さ
ず
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

よ
う
な
高
度
な
こ
と
に
限
ら
れ
た
人
的
資

源
を
投
入
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
全
自
治

会
・
区
に
井
戸
と
発
電
機
を
設
置
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
個
人
で
井
戸
を

持
っ
て
い
る
方
は
結
構
い
ま
す
。
個
人
で

井
戸
を
持
っ
て
い
る
方
と
、
災
害
の
と
き

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
協
定
を

結
ぶ
こ
と
も
含
め
て
、
全
自
治
会
・
区
に

井
戸
と
発
電
機
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

答　

区
・
自
治
会
へ
の
発
電
機
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
設
立
の
際
の

市
補
助
金
を
活
用
す
る
中
で
整
備
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

井
戸
に
つ
い
て
は
、
災
害
避
難
場
所
や

避
難
所
の
多
く
に
災
害
用
の
手
押
し
ポ
ン

プ
井
戸
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
断
水
時
の

生
活
用
水
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
井
戸
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
個
人
所
有
の

井
戸
を
地
域
で
活
用
で
き
る
仕
組
み
に
つ

い
て
は
、
地
域
で
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
よ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
５
団
地
な
ど
に
は
、
近
く
に
井

戸
は
な
い
。
水
源
も
少
な
い
。
高
齢
の
方

は
遠
く
の
給
水
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
自
主
防
災
組
織
の
仕
組
み
一
つ
だ
け

に
限
ら
ず
に
、
全
自
治
会
・
区
に
井
戸
と

発
電
機
を
設
置
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

問　

市
の
災
害
メ
ー
ル
配
信
の
登
録
件
数

の
推
移
は
。

答　

今
回
の
災
害
前
の
登
録
件
数
は
９
０

７
件
で
し
た
が
、
災
害
発
生
後
の
登
録
件

数
は
２
０
３
０
件
と
な
り
ま
し
た
。

問　

高
齢
者
の
集
ま
り
な
ど
で
、
市
の
職

員
が
災
害
メ
ー
ル
登
録
の
方
法
を
教
え
て

は
い
か
が
で
す
か
。

答　

出
前
講
座
や
高
齢
者
な
ど
が
集
ま
る

会
合
な
ど
で
、
メ
ー
ル
登
録
方
法
を
実
演

し
な
が
ら
説
明
す
る
な
ど
、
高
齢
者
に
対

す
る
登
録
支
援
を
実
施
し
、
登
録
者
数
の

拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

中
央
公
民
館
で
は
避
難
者
が
す
ぐ
に

定
員
に
な
り
、
近
隣
住
民
が
避
難
で
き
な

い
状
況
が
発
生
し
た
。
交
通
手
段
の
な
い

高
齢
者
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

答　

今
後
、
一
連
の
災
害
対
応
を
検
証
し
、

課
題
を
整
理
す
る
中
で
避
難
場
所
ご
と
の

受
け
入
れ
状
況
の
情
報
提
供
や
開
設
手
順

な
ど
を
含
め
た
受
け
入
れ
の
円
滑
化
に
つ

い
て
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

北
田 

宏
彦
　
議
員

「
台
風
15
号
、
19
号
、
大
雨
に
よ
る
被
害

対
応
と
防
災
対
策
の
見
直
し
」
に
つ
い
て

会派代表質問

創
　
　
　
政

黒
須 

俊
隆
　
議
員

全
て
の
区
・
自
治
会
に

発
電
機
と
井
戸
の
設
置
を
！

個人質問


